
セットアップブラウス

p o l k a
d r o p s

用意するもの

●布帛素材

　一般的なトップスに使う綿、麻などの素材が適しています。厚みはシャツコール程度まで

　110cm 巾　Ｓ（1.4m）・Ｍ（1.5m）・Ｌ（1.5m）

●のびどめテープ　少々

●接着芯　少々

準備

●裁断パーツ５・合計６枚（下図）

●見返し裏に芯を貼っておきます。

１

袖２枚

左右対称

後ろ身頃１枚
前身頃

１枚

わ

わ

PP436-438

後衿ぐり見返し

１枚

前身頃

１枚

わ

わ



②縫い代を上に倒す

前身頃（ウラ）

ダーツ

バストダーツを縫います。先の方は縫い目を細かくします。

糸の端は結んで始末し、縫い代は上側に倒します。

ダーツにアイロンをかけます。

脇からダーツ全体を潰すようにして内側に追いやる感じでかけていきます。

体の有機的なラインに沿った、丸みのある立体になります。

アイロンのコツ

２

前身頃（表）

①ダーツ縫う

先の方は細かく

前身頃（表）

③結ぶ

④上に倒す



前後身頃と見返しの、それぞれ肩を中表に合わせて、身頃は 1.5cm、見返しは

ロック始末しないで１cm で縫い合わせます。縫い代は割っておきます。

肩の縫い代を、生地の表を上にしてロック始末します。

ダーツにだけアイロンをかけると、とんがった立体になるのでＮＧです。

肩縫い

３

③縫い代を割る

前身頃（表）

コバステッチ

前衿ぐり見返し（ウラ）

ＮＧ

前身頃（表）

後身頃（表）

ロック始末

前身頃（ウラ）

後身頃（表）
①1.5cm 縫う

②１cm 縫う



衿ぐり見返しの外側を 0.7cm 折り込んでアイロンします。そのあと身頃と中表に

合わせて 0.7cm で縫い合わせ、縫い代のカーブのきついところには切り込みを入れます。

縫い代は割ります。肩のラインは曲線ですがこれも潰すようにアイロンをかけて、

後身頃は肩甲骨の方に、前身頃はバストの方に逃がすようにします。

衿ぐり始末

４

割る

①0.7cm 折り込みアイロン

②0.7cm 縫う

裏コバ

袖（ウラ）

見返しと見返しの縫い代、身頃の縫い代の３枚重ねて、コバステッチします。

前身頃（ウラ）

袖（ウラ）

注

衿ぐり見返し

（表）

身頃（表）

①１cm 縫う

②前身頃側を上に
　ロック始末

前身頃（ウラ）

後身頃（ウラ）

前身頃（表）

前衿ぐり見返し（ウラ）

切り込み

衿ぐり見返し（表）

身頃（表）
縫う



見返しをできあがりにアイロンで整え、見返し端を一周ぐるっと縫いとめます。

前後の袖下～脇を中表に合わせ、１cm で縫い合わせます。縫い代は

前身頃側を上にしてロック始末し、後身頃側に倒します。

袖口をできあがりに折っておきます。そのあと袖を身頃を中表に合わせ

１cm で縫い合わせます。縫い代は袖側を上にしてロック始末し、身頃側に倒します。

袖つけ

５

②ロック始末

袖（ウラ）

前身頃（表）

さっきの裏コバ

身頃（ウラ）

後身頃（ウラ）

縫う

２mm控えられるさっきの裏コバ

２mm 控えられる

縫う

②１cm 縫う

①折る

③ロック

袖つけ

袖（ウラ）

①１cm 縫う

1.5cm 完全三つ折り



６

袖口と、裾も袖と同じようにできあがりに折って、ステッチ始末して完成です。

裾・袖口始末

前身頃（表）

袖（表）

1.5cm 完全三つ折り


